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キャリアデザインの時代（その－）
法政大学キャリアデザイン学部教授小門裕幸
危機を察知できない日本人を、「ゆで蛙(釜ゆで
にあっても温泉気分で死ぬ直前まで何が問題なの
か理解できない蛙のこと)」と韓国の人から椰楡
されて久しいが、そのような状況から、我々が脱
却できないとすれば、日本は競争力を失い没落の
途を辿るであろう。このような危機意識の欠落は、
国のレベルでも、地域のレベルでも、個人レベル
にも、すべから<他人任せで責任をとらない日本
的文化風土に帰するところが大きいと考える。
今回の我々の時代の流れに対する挑戦は、識者
が指摘しているように律令国家以来の日本社会に
しみ込んだ頑迷固晒な日本的なものと闘いである
といえる。いずれにせよ、内憂外患､内にも外にも
大問題を抱える日本人にとって、二重三重に厳し
いものであることを強く認識しなければいけない。
集団主義的風土で守られた雇用環境が激変し、
個にとって安定した職場を確保することが困難に
なり、思想的にも個が浮遊する可能性の高い時代
になった。個を確立し自分の人生は自分の責任に
おいて自分で設計・決断し、社会に対しても直接
働きかけ関与する。このような意識の革新が必要
である。それがとりもなおさず、キャリアデザイ
ンマインドの構築と言うことではないかと考え
る。
個に関わるキャリアデザインの研究とは、個の
認識、自立の問題を捨象しては考えられない。ま
た、個から発して学問体系を眺め直すことが求め
られている。
キャリアデザイン学部は、このような個にとつ
このノートは、今という時代を整理し確認し、
キャリアデザインマインドの酒養が如何に重要か、
なぜキャリアデザイン学の構築が必要かを議論す
るための材料を提供しようとするものである。そ
れはまた同時に、キャリアデザインの発祥地であ
る米国のコミュニティで生活し米人と仕事でフィ
ールドを共有した私自身の体験や、私が日本人と
して米国文化に対して抱いた感触を踏まえて、そ
の意味や意義を整理し考察することでもある。
日本は今、経済社会の激動期にあり思想的にも
歴史の大波にさらされ、変革が求められている。
また、グローバリゼーションやICT革命の進行
は、異文化との遭遇・浸透や異邦人との関係`性の
深化を不可避とし、国内の知的雇用の海外流出を
現実のものとしつつある。それは、これまで異邦
人による侵入や侵略を受けたことがない、世界に
類希なる民族である日本人に対し、自ら混ざり合
う努力を求め、また専門性が容易に陳腐化する時
代になった、という意味で重大である。日本は、
経済社会構造的にも、我々の意識にも革命的変化
が必要になっているといえる。
しかし一方で、日本の現状は、（ｉ）戦後の成
功体験の積み重ねの結果としての日本的経済シス
テムが機動`性に著しく劣る大艦巨砲と化し、（ｕ）
人口のかなりの部分を占める支配層たる高年齢既
得権者が保守化右傾化を強めている。また、（iii）
外圧に対し形（タテマエ）だけを変えてきた歴史
を繰り返そうとしている。このような状態では、
真の解決の途は開かれない。
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ｉ）仕事という言葉
ｉｉ）Callingからキャリアへ、そして
３.バウンダリレスキャリア社会としてのシリコ
ンバレー
Ⅲキャリアデザイン学を構築する上での日本人
の個の問題一一我が国の経済社会の変貌と日本
人の個の認語ト(次号掲載予定）
１．はじめに
２．欧米と相違する個の認識
ｉ）維新の時代欧米的な個の自立した社会
に向けた挑戦（福沢、渋沢、後藤）
、）終戦直後の動き、日本的近代に対する'海
』限（丸山、大塚、川島）
iii）最近の認識社会学、心理学およびジャ
ーナリストの視点
①タテ社会（中根）
②母系社会（河合）
③ヨーロッパに詳しい歴史学者・哲学者
の日本人論（阿部、西尾）
④ジャーナリストの日本人観、空気論
（極度の自己否定的正義浮遊的集団主
義)、第５文化亜大陸論や農耕社会論
３．経済学者が海外から見た日本と日本人（｢上
からの資本主義」から自立した個人による
「下からの資本主義｣への脱皮は可能か)(森
嶋通夫）
４．２１世紀に向けた日本の構造改革と個の自立
に向けた動き（現在の知識人の見解）
て厳しい時代に自分軸を持ち現実を直視し理解し
ようとするセンスをもって社会に果敢にチャレン
ジする（企業家精神と市民意識に溢れる）人材を
育成することを大きな目的とするが、それは同時
に人材に関わる知識を幅広く修得することにつな
がり、その意味で「人材に詳しい人材を育てる」
学部ということになる。リベラルエデュケーショ
ンという広い間口の入口とヒューマンリソースと
いう専門`性の高い出口を持つ学部であるとも言い
換えられる。
この研究ノートは、キャリアデザインの時代と
題して、内外の諸環境の変化と個の問題を総合的
に整理しまとめようとしたものである。具体的に
は、個の問題に関わる時代認識、キャリアを生み
出した米国の状況、日本人の固有の文化風土が生
み出す独得の個の問題をとりあげ、経済経営的視
点に加え、専門外であるが思想的なものや文化論
的なもの、社会学的心理学的なものにも、断片的
とおしかりを被るかもしれないがチャレンジし
た。また教育学的な視点からも触れているところ
がある。論旨不明瞭なところもあるがお許し願い
たい。なお、紙面の関係でⅢのキャリアデザイン
学を構築する上での日本人の個の問題一一我が国
の経済社会の変貌と日本人の個の認識一一につい
ては掲載することはできなかったが、皆さんには
どこかで問題提起をしてみたいと考えている。
目次
Ｉ今の時代認識
１.近代からポストモダンへ、
２.モノではなく人材の時代へ（脱工業化・脱物
質社会へ）
３.資本主義への収jiitとグローバリゼーションと
いう現実
４.終焉を迎えつつあるアメリカの覇権時代（パ
ックスアメリカーナ）
Ⅱキャリア社会の先達アメリカ経済社会の変
貌と仕事観・キャリア観
１.脱工業化社会への苦悩
２.米国人の仕事観・キャリア観
Ｉ今の時代認識―私たち
（個)にとってどのような時
代なのか－
1．近代からポストモダンへ、
世の中を動かす根底にある、まとまった（体系
的な）人々の考え方や意識を思想とかパラダイム
という言葉で表す。明治以降の日本は、日本人が
その思想を真に理解したかどうかははなはだ疑問
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であるが、近代という欧米の思想に揺り動かされ
た。富国強兵、殖産興業を推進し、今日の日本を
創り上げた思想に今大きな変化が起きている。リ
ベラリスムと科学主義で構成される近代合理主義
という思想が終わりを告げつつある。
欧米人にとっての近代とは、ｉ）宗教改革によ
る消極的自由と啓蒙主義を経て獲得した積極的自
由を原点として(')、また、ｉｉ）人間の理性を信
じ、強い自我を持つ自律する個人の形成を基盤と
して、Ⅲ）私有財産制度に基づき市場システムを
機能きせ生産力を増強し、地域コミュニティの統
合・統一により（生活は標準化)、国民国家の建
設を急いだ時代である。それは、同時に、ｉｖ）科
学と法律と呼ばれる知が体系化され、社会に壮大
な制度化が進行し、「中世の小さな村の物語が大
きな（メタの）物語(2)によって圧殺された」時
代であった。近代合理主義という唯一の正しい道
が提示され、人は自由が束縛されていた時代から
抜け出し理想の社会に近づいていると信じた。し
かしながら、実は合理主義という新しい拘束の世
界に誘導されていただけではないかという疑問が
生じ、一方で、近代というマグマが「自由・平等」
を革命的イデオロギーに仕立て上げ燃えさかり社
会主義国家や全体主義国家をも生み出した。結局
この時代は、権力を握ったものたちの戦争と大規
模な殺戦の繰り返しということに帰結している。
この近代（モダン）の思想に対し第二次大戦後
の世代が反逆を試みたのは、我々を拘束する、進
歩し続ける科学技術と輝かしい未来を約束する民
主主義という壮大なビジョンとユートピア的思想
の持つ窮屈ざであった。進歩と成長の結果、物質
的にはきわめて豊かな社会となったこと、そして、
それ故に文化の多元化・価値の多様化が実現され
たことがその背景にあった。
このような状況下、近代の後という意味で、ポ
ストモダンと呼ばれる、新しい思想が生まれた。
それは、個々人はその人権において尊重され、個
性豊かに自己を主張し、個々人と同じ数だけの語
るべき小さな物語があまたあるべきであるとの主
張である。この思想は同時に、国家（理想的国家
の追求が行われているが）という政治形態、その
ものに疑問を提示している｡理想的国家がまずあ
るのではなく、あるべきなのはむしろ個々人に価
値をおく多種多様なコミュニティ、文化的集合体
ではないのかとの考え方である。
今の我々は、風紀の乱れ゛犯罪の増加など社会
秩序が崩れ、混沌混乱の世界に足を踏み入れてし
まったようにもみえる。他方、自律した個人（ア
イデンティをもち自由と独立を享受しつつ主体的
に活動する個人）を確固たる基盤として構成され
ていた大きな物語が崩れ去ったということは、個
人主義が否定ざれ批判にさらされているのではな
いかとの懸念をも抱かせる｡確かに、ポストモダ
ンは自律した個人という発想に死刑宣告し、個人
主義は賞味期限が切れたのだという評価を下した
と解釈することも可能であろう(3)。また、構造主
義者の主張において、個人はいずれにせよ権力の
網の目（大きな制約）の中で生活する存在にしか
すぎない愚かな存在であると捉えられているが、
その考え方も理解できる。
事態をさらに複雑化しているのはICT革命であ
る。技術進歩が限りなく個の可能性を拡大すると
いうポジティブなとらえ方もできるが(4)､（ｉ）個
人がアクセスしうるコミュニティが無限に拡大し、
自覚なき個は種々のペルソナに主我を見つけるこ
とができずに､個が脱社会化し液状化しつつある
との指摘も否定できず(5)(6)、（、）それは同時に、
個人が逆に特定のコミュニティに判断能力なく心
理的な囚われの身(奴隷)になってしまう可能性も
あることをも意味している。このように現代は、
ますます個を危うい環境下に追い込むもので、個
の喪失が目前にあるともいえる。
しかしながら、人間は脳の働きにより意志ある
個として厳然と存在していることも事実で、昨今
の脳科学．認知科学の進歩により(7)そのことが
証明されている。その意味では個の主体性が自律
する心を酒養し、アイデンティティを形成し、権
力を行使することもあると理解すべきであろう。
要すればポストモダンという思想は近代合理主
義に囚われていた個人を解放した。その結果、個
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大工場の中でコンベアの前に並んで作業をする人
たち（ブルーカラー）にとっても、会社で机の前
に座って決められた日常業務（バックオフイス業
務、ルーティン業務）をひたすらこなす人たち
(ホワイトカラー）にとっても、それは会社とい
う大きな組織の歯車となって働くというもので、
極めて他律的で自己実現とは無縁のものであっ
た。
さらに、1980年、未来学者アルビン゛トフラー
も、有名な著作『第三の波」の中で、第一の波
(農耕革命)、第二の波（産業革命・工業化）の時
代を経て、第三の波、知識産業の時代に突入する
と宣言した。米国では地域共同体を核とする生活
から企業中心の生活への転換がおこる。そして、
さらに進んで1980年代初頭には、大企業従業員の
共同体意識は喪失し、「企業への忠誠心」という
言葉が古めかしい言葉になってしまう(9)。人は共
同体から剥がされ、より孤独な存在、いわゆる人
間疎外現象を来すのである。それゆえ、トフラー
は、第三の波の時代に人間回復を期待する。情報
化社会の新しいコミュニケーション手段が真に個
人的なものの結晶化を助け、従って個人は、生産
者ではなくプロシューマ、つまり、生産者と消費
者の性格を併せ持つ存在となる。個人は、モノと
人とが直接接触することにより、より地に足のつ
いた形で現実に立ち向かう、トフラーの言葉を借
りると「市場主義の倫理を越えたプロシューマ倫
理の世界をつくる('0)」のである('1)。
脱工業化社会では、モノ（財）が溢れ人々のニ
ーズは満たされる。人間の関心は、もっぱら個々
人のその個性に基づく欲求（ウオンツ）へと移る
い、しかもそのウオンツはモノでもモノそのもの
ではなくモノに付着する形状やブランドへのこだ
わりなどに変った。機械により定番として供給さ
れるモノではなくて、個々人の感'性や価値観に響
くような情報やサービスが付加されたもの、ある
いは情報やサービスそのものに移行した。脱工業
化時代に入り、我々は、感性や創造性などに心を
委ねて自由に生きる途が広く開かれた。豊穣の社
会に生まれついた我々は､(叡智を働かせれば）大
人を巡る環境は、（ｉ）自由な発想でより自然な形
で自立が実現できるものになりつつあるが、（ii）
同時に、支柱を失った個の日本的な精神性（spiri‐
tuality）を重んじる、魂的・宗教的といってもよ
い非合理的世界への回帰も肯定きれることにな
り(8)､(iii）ＩＣＴ革命の進行により多種多様なコミ
ュニティに自由に(動物的に）アクセスでき何に
でも染まりうる状況や、あるいは染まっていたい
とする現象を生み出しているのである。
キャリアデザイン的には、個人が漂流しかねな
い状況にあるからこそ、個にとっての限りない未
来が見えるときであるからこそ、しっかりとした
個の形成が求められるのではないかと、私は考え
ている。
2.モノではなく人(材)の時代へ（脱工業化
社会とICT革命）
経済面でも大きな変化が生じている。アメリカ
の未来学者ダニエル・ベルが1972年『ポストイン
ダストリ；脱工業化社会」という本を著し、その
中で、「物的エネルギーや物質資源ではなく、情
報や知識が重要になる。物質文明そのものに価値
をおいた時代は去り、人間が直接生み出す価値に
意味がある世界に移行する」と主張した。インダ
ストリとは、OxfOrdEnglishDictionaryによれ
ば、工場において原材料の加工や商品の製造に関
わる経済活動（economicactivityconcernedwith
theprocessingofrawmaterialsandmanufacture 
ofgoodsinfactories）とある。従って、ポストイ
ンダストリとは、そのようにモノを加工・製造す
ることではなくて、人間の知に依存する知識や情
報に関る産業が主体の経済構造に転換することで
あり、ベルは業種的にはサービス産業の時代の到
来を予告したのである（我が国でもソフト化経済
という言葉がもてはやされたが1980年までに第三
次産業が就業人口の５割を超えた。図参照)。工
業化時代は、人間は機械を操作する単なる労働力
であり商品として規格化ざれ作業を分担している
存在に過ぎず、彼らの労働観は、大量生産を行う
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脱工業化社会（知識経済時代）への進捗（米国雑誌での捉え方）
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自然のなか自由に生き､そのなかで感`性を磨き発想
力を豊かにすることもできるようになった('2)。
それは、より人間的な人間を希求できることを意
味しているようにも思える。
イタリアの社会学者アルベルト・メルッチ
(AlbertoMelucci）が、脱工業化を、脱物質社会
と言い換えて、「物質の所有に強く拘束された社
会からの解放が進めば、`情報やシンボルによって
自分をあるがままに表現し、自分らしい自己を実
現することの重要性が高まる。また、近代的な機
能主義的理性のもとでは、異質さや不確実`性は望
ましくないものとみなされるが､脱物質社会では、
自己確認あるいはアイデンティティ確立のための
自律的な意味表出が焦点になる('3)」と指摘して
いる。また、心理学的にも、アブラハム・マズロ
ー（AbrahamMaslow）の人間の欲求五段階説
(生理的欲求、安全の欲求、所属と愛の欲求、承
認の欲求、自己実現の欲求）の最終段階である自
己実現が、脱工業化社会となって始めて可能とな
ったといえる。
この流れが、まちづくりの世界にも、大きな影
響を与えた。アーバンプラニング（都市計画）を
進める人たちの中に、行きすぎた物質文明社会を
強く反省する人たちが大きなうねりをつくりだし
た。エネルギー過剰消費社会との決別をはかり、
持続可能な社会をつくるぺきとの議論が沸騰し
た。従来の開発型のまちづくり、それは車中心の
極めて豪華で利便性の高い生活を約束するもので
あったが、結果として、人と人を遠ざけ、人間を
コンクリートと車により孤立させるまちづくりと
なった。そのようなまちづくりへの強い反省とし
て、伝統を保持しばちのアイデンティティを重
視し）コンパクトで身の丈の、車ではなく人間が
主人公であるまちづくりをすべしというまちづく
りの思想、ニューアーバニズムが誕生した。それ
は、とりもなおさず人間としての個の存在の重視
であり、人と人とのつながりの回復を求めたコミ
ュニティの再生を目指すまちづくりであった。
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ベルリンの壁の崩壊（1989年）とその後の社会主
義国の瓦解（1991年ソビエト連邦瓦解）直後に発
表されたこともあり、リベラズムを理念とする民
主的な資本主義が勝利（冷戦構造の終焉）をおさ
め、今後は２０世紀を悩ませた経済イデオロギーに
よる国家間抗争が終了することを表明したものと
受け止められた(16)。しかし、その後、1996年サ
ムエル．ハンチントンが『文明の衝突」で指摘し
たように、2001年の9.11の悲惨なテロ事件、そし
てそれに続く中東戦争が発生し、世界の安寧がな
お遠いことは周知のとおりである。
いずれにせよ、社会主義国の資本主義化は、
（ｉ）有力な途上国の経済成長を刺激することに
もつながり、世界経済の急拡大・市場の急膨張を
もたらし（ii）とりわけBmCS（ブラジル・ロシ
ア・インド・中国）の台頭は世界の経済地図を一
変させた。（iii）国家間の競争意識を高め（iv）
同時に、競争力の源泉でもある各国の資本主義の
差違（市場化の程度、規範・法規制の差、国民の
文化風土の差、教育制度など）が強く意識される
ようになった。（ｖ）また、これらの現象が欧州
をして統合実現に踏み出す大きな力になったこと
も否定し難い。
元社会主義国を中心とする途上国群に私有財産
制度と市場原理の導入が一斉に行われた。ＩＣＴ革
命とグローバリゼーションの歴史の大潮流と相ま
って、途上国の中で急成長するところが現れた。
また先進諸国間でも経済成長に明確な差違が見ら
れるようになる。経済成長に成功する国、しない
国に峻別され、成功グループにいくつかの共通点
が発見される。世界銀行の関係金融機関である国
際金融公社（IFC）は、「インターネット接続環境
とそれを使いこなせる教育とそれらを機能させる
法的環境、すなわち自由主義的な国家体制を前提
にすれば、（ｉ）簡素で自由な競争条件が整備さ
れた市場が用意されること、（ii）財産権の強化、
ネットによる規制の実施、（iii）紛争の示談的・
民事的解決（法廷に持ち込まない)、（iv）改革の
持続力の五つの原則を周知徹底できれば成功す
る」と研究成果を発表している('7)。これらの原
1991年カリフォルニア州のヨセミテ国立公園の
ホテル・アワニーで、彼らは、地方公共団体のま
ちづくり担当者とともに、二十一世紀のまちづく
りの憲法とでもいうべきアワニー原則（環境共生
型のコミュニティづくりの指針）を採択する。こ
の流れは、クリントン・ゴア正副大統領時代の
｢サステイナブル・アメリカ」の諮問委員会の報
告書を経て、昨年のゴア（AlbertArnold"Ａｌ，，
Gore,Jr）の制作による「不都合な真実（inconve‐
nienttruth)」へと継承されている（2007年アカ
デミー賞ドキュメンタリー部門、2007年のノーベ
ル平和賞)。
キャリアデザイン的には、ピラミッド型の指揮
命令系統に組み込まれその一員として与えられた
仕事を忠実にこなすような職種の重要性が減退
し、企画・開発・営業などの分野で個性ある能力
や仕事力・指導力が求められるようになった。機
械ではなくて人間の知においてのみ価値が発揚す
るのである。米国では2001年ダニエル・ピンクが
｢フリーエージェントの時代の到来ｊを著した('4)。
そこで彼は「決められた－人の上司の下で働くの
ではなく、大きな組織のくびきを離れて複数の顧
客を相手に自分にとって望ましい条件で独立して
働く人たち」をフリーエージェントと定義し、雇
われないでキャリアを構築する場や機会が開かれ
てきたと主張した。また、トフラーは、人間が希
望をもって生きていく上で共同体（コミュニテ
ィ）・構造・意味の三つの基本要素('5)をあげて
いる。つまりコミュニティへの回帰が始まり、社
会の仕組みが変わり、仕事に意味を見いだす自己
実現の可能性が拡大した。我々はこのような社会
を希求していかなければいけないことを理解すべ
きであろう。
3．資本主義への収數とグローバリゼーショ
ンという現実
1992年、アメリカの政治経済学者フランシス・
フクヤマは、「歴史の終わり（"TheEndofHisto‐
ryandtheLastMan")』を著した。この書物は、
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則はアングロサクソン国家の資本主義のかたちに
似ている。いずれにせよ歴史的な潮目の変化は米
国経済を再生きせ欧州を目覚めさせた。頑迷なド
イツ人をして「我々はアングロサクソン化（英米
化）をしているのではない。現実に直面している
だけだ」と言わしめるが如く、成功の途はアング
ロサクソン的なビジネス環境にいかに早く到達す
るかにあるというコンセンサスが生まれつつあ
る。
世界の資本主義国家群への収jiihは､さらなるIＣＴ
革命の進行.浸透とグローバリゼーショへと加速し
ている。競争は国と国との競争から国境を越えた
産業間の競争へ、そして、オフショリング現象の
進展により、個人と個人との競争へと進化し激し
さを増している（グローバリゼーシヨン3.0)(１８)。
このような中で我が国の経済システムも放置で
きない状況に追い込まれている。中国．インドの
台頭による外需の急拡大による重厚長大産業の復
活が日本経済を成長軌道に押し戻したように見え
るものの、フィンランド（携帯電話）や韓国（半
導体）に、お家芸だった先端産業部門であるエレ
クトロニクス分野で技術優位を奪われるなど、経
済競争力が衰微の￣途をたどり（IMD競争力白書
０７年30位)、世界のトップの座にあった－人あた
りＧＤＰも急落、１０位以下を低迷（2007年８位）
している。日本を訪れた中国のエコノミストをし
て「日本は社会主義国、中国は市場主義国」と言
わしめるほどに、労働市場をはじめとする財．サ
ービスの市場化・規制緩和の歩みが遅い。さらに
はグローバリゼーションの求める多文化共生社会
への転換に関しても、法的にも法意識的にもその
ハードルが高い。島国的閉鎖`性（異文化を受け入
れ何とかうまくやっていこうとする意志の減退）
からも脱却できず、グローバル化よりもむしろナ
ショナリスムへの逆流的動きが賛美される傾向に
ある○誤解を恐れずに言えば、国民がいつまでも
お上依存の自立意識のない烏合の衆でいる限り、
時代の流れを真剣に受け止めて、社会を自律的に
再構築していくことのできる市民が育たないとい
うことになる。
キャリアデザイン的には、（ｉ）同質性を尊ぶ文
化が変容を迫られていること、つまり日本的な集
団内での甘えを許容するような、やさしい自立で
はなく欧米的な断固とした強い自立した個の形成
も視野に入れなければいけないことを再確認する
とともに､（ii）IT技術の進歩により知的労働者ま
でもが国境を越えるグローバリゼーション3.0で
は、個人が職種によっては(デジタル的知的レベ
ルが高い作業ほどその可能性が高い）グローバル
競争に直接まき込まれることなどを十分に理解し
なければいけない。
4．終焉を迎えつつあるアメリカの覇権時代
（パックスアメリカーナ；強国米国による
世界の平和維持）
ヨーロッパに発した人間の解放運動である宗教
改革・啓蒙主義は、過去のしがらみのない広大な
新世界、米国で開花した。プロテスタントの倫理
(節約、勤勉、正直､）も、ヨーロッパではなく米
国で生き続ける。米国は国民の自律意識が高くチ
ャレンジ精神（フロンティア精神→企業家精神）
に富む資本主義国家の建設に成功した｡自由と民
主主義を求めた人権革命の歴史の潮流も、アメリ
カにおいて純粋に継承されている。イギリスで産
声を上げた産業革命も、自動車．電気機器の発明
そして大量生産システムの開発（fordism）など
を経て、米国において完成する。ヨーロッパの近
代の精神、合理主義と（自律する個を基本とする）
個人主義もアメリカにおいて典型的に貫徹され
た。
２o世紀に入り、個人を核として自由と民主主
義、自由企業制度、市場メカニズムを信奉する世
界に冠たる進歩主義の国となったアメリカは繁栄
を調歌し、（第二次大戦後）世界の覇権を握る
(パックスアメリカーナ)。文化的にも世界で影響
力を誇示する。その後、製造業が70年代の後半に
至り、後発の日本にその首位の座を譲り渡すが、
90年代ICT革命の流れにのり経済産業的には見事
にカムバックし世界のナンバーワンの座を維持し
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ア大陸に遠く不利なポジションにあるなど、衰退
する米国の現実を明確に指摘し、「米国は、極め
て長い期間にわたって旧世界の軍事的紛争に巻き
込まれることを巧妙に拒んできたために、二十世
紀の勝利者となった。我々は、この第一の米国に、
つまり巧みに振舞った米国という模範に従おうで
はないか。軍国主義を拒み自国社会の経済的・社
会問題に専念することを受け入れることによって
強くなろうではないか。現在の米国がテロとの戦
いに残り少ないエネルギーを使い果たしたいとい
うなら勝手にそうさせておこう。それはもはや存
在しない覇権の維持のための闘いの代用物に他な
らない。もし米国があくまでも全能を証明しよう
とするのなら、遂には己の無能を世界に暴露する
という事態に立ち至ってしまうだろう」と椰楡し
つつ同書（p279）を結んでいる。
キャリアデザイン的には、（ｉ）ＥＵ統合が巨大
市場を形成し、域内の労働力の移動を認めており、
ＥＵの人たちは、すでに国境を越えた通勤・移動
はもとより、グローバルにキャリアを考えている
ということ、（、）国の概念、国民の概念さえも
変わってしまう（彼らにとっては実は過去への回
帰、コミュニティ国家への回帰かもしれないが）
こと、（iii）米国一辺倒だった日本のポジショニ
ングを再検討せざるを得ない複雑な状況にある
(自分の国は自分たちで守る）ことなど、広い視
野でのものごとを考える必要があると考える。
ている。
しかしながら、２１世紀に入り、（ｉ）東欧諸国
の資本主義化・BmCSの著しい成長により米国経
済の相対的地位は低下し、（ii）グローバリゼー
ションの異様な展開と地球環境の深刻化問題が生
じるに至り、自由と成長を希求し信じ続けた拡大
成長主義に限界が見え始める。（iii）自由と民主
主義を唱道するアメリカ文化帝国主義とでもいう
べき覇権的行動に対する強い抵抗勢力の台頭の中
で軍事的なパワーバランスにも変化が起きつつあ
り、（iv）有能な人材の自由な流入が強みであっ
た米国がテロの脅威から人材受け入れを拒否せざ
るを得ない状況に追い込まれるなど技術開発力の
低下は否めず、（ｖ）また、最後に極めて重大な
ことであるが、眠れる獅子ヨーロッパが、国民国
家というイデオロギーを薄弱化させつつ、ＥＵと
いう統合体を実現している。このように時代の潮
目は確かに変わりつつある。ＥＵは、地域やコミ
ュニティをキーワードとした新時代のガバナンス
のかたちを強かに構築している。そして、人口的
にも経済規模的にも領土的にも順調に拡大してい
る。欧州の政治的発言権は--段と強まり、基軸通
貨であるドルの信認性は薄弱化し、パックスアメ
リカーナの時代は確実に終焉を迎えつつあるとい
える('9)。世界の歴史は新しい段階を迎えようと
しているのである。
フランスの人口学者で1995年のシラク政権の思
想的バックボーンとなったといわれているエマニ
ュエル・トッドも、著書『帝国以後』において、
米国は（ｉ）思想面では、平等普遍主義が後退し
差異主義化（表面的には自由と民主主義を掲げ平
等を唱えるが事実上イスラムや黒人を差別してい
る）を強めており、ローマ帝国のような世界の覇
権国たりえず、（ii）経済的には、工業国である
ことを放棄し貿易収支赤字拡大が止まらず世界か
らの資本流入に全面的に依存し（基軸通貨である
ため見えにくいが)、（iii）軍事的には、空海軍の
技術偏向で伝統的に実戦能力が脆弱で、（iv）政
治的には、大国ロシアの復活を許した外交ミスを
犯し、（ｖ）今となっては、地勢的にもユーラシ
キャリア社会の先達アメ
リカ経済社会の変貌と仕事
観・キャリア観
Ⅱ 
1．脱工業化社会への苦悩
変革の範は米国社会にみつけなければいけな
い。その変革の源泉はとりわけ地域社会に負うと
ころが大きい。米国の地域コミュニティの自主自
立の精神を学ばなければいけない。米国の脱工業
化社会への変革は苦渋を極めた。米国は第二次大
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戦後世界の富を独占しその後も技術開発により自
動車・電気製品を中心として世界の先端工業製品
の製造基地として君臨したが、1970年代に入り日
本の製造業の急成長に圧倒されて大規模製造業は
失速する。我が国同様、産業の空洞化現象を来た
し雇用問題が深刻化する。同時に、社会的にも地
域経済を支えた都市が郊外化し拡散し都心部が荒
廃するなど、米国社会の基盤であった地域コミュ
ニティが崩壊する(20)。
1983年レーガン大統領の下、産業競争力審議
会（CommissiononlndustrialCompetitiveness）
が組成され（85年に新技術の創造や実用化、知財
権保護などを提言、ヤングレポートとして有名)、
日本をベンチマークとした研究が遂行される。自
らを謙虚に反省する象徴的な米国産業分析の書、
"MadeinAmerica”がＭＩＴ（マサチューセッツ
エ科大学）から発表される。この間米国では、涙
ぐましい努力が重ねられていた（技術力に過度の
自負心を持つ日本人としてはこの点は肝に銘ずる
必要がある)。米国に友好的な多くの日本人もこ
れに参加した。ＧＭはトヨタとの合弁会社（ＮＵ
ＭＭＩ；NewUnitedMotorManufacturinglnc） 
を1984年、西海岸（カリフォルニア州フリーモン
ト）に設立する。ＧＭは一週間交替で従業員をそ
こに派遣し研修きせる。ホンダのマニュアルが
ＧＭで分析される。多くの業種で生き残り作戦が
展開された。米国大企業の再生は、業界をあげて、
折からのコンピュータリゼーションの中で、企業
のスリム化(規模縮小《downsizing》、人員整理
《layoff》、リストラクチャリング《事業再構築》）
やシステム化(BPR《businessprocessre-engi‐
neering》､ERP《enterpriseresourceplanning》、
SCM《supplychainmanagement》など)に取り
組み、さらなる効率を求めて合従連衡・企業再構
築(alliance,Ｍ＆Ａ《merger＆acquisition》､ＬＢＯ
《leveragebuyout》）がi旧速される。また、工場を
もたない製造（fabless)、ＯＥＭ(originalequip
mentmanufacturing；相手先ブランド製造)、外
部委託(outsource）などの手法が導入される。そ
して90年代に入りグローバリゼーシヨンの進化
'よ、製造プロセスの請負サービス化（ＥＭＳ；elec‐
tronicsmanufacturingservices；請負方式による
製造プロセスの世界分散)やオフショアリング
(OffLShore-Ring；プログラマーなど頭脳作業まで
もが海外移転）などと呼ばれる知能労働の国外へ
のアウトソースを現実のものとし、米国企業にと
っての新しいタイプ(企画創造型)のビジネスモデ
ルや経営手法が編み出され、それぞれ成功を収め
る。そしてICT革命の波に乗り未曾有の繁栄を享
受することになる。
地域コミュニティにおいては、市民を中核とし
て行政を巻き込むPPP（Public-Private-Partner‐
Ship）方式により、産業界とも一体になり再生努
力がなされたことが大きな特徴である。東部・西
部・北東部、南部、その規模の大小・地域性の如
何を問わず、志ある人たちのコミュニティ再生に
向けた試行錯誤が繰り返されていた（具体事例や
再生の原理などについては「社会変革する地域市
民』《第一法規、小門監訳》を参照)。彼らの問題
意識と行動力・実践力が、新しい産業革命の波に
乗るための産業インフラの準備に結実する。結果、
シリコンバレーで発火したインターネット革命は
瞬く間に全米に飛び火する。シリコンバレーの動
きに敏感な、若きクリントン・ゴア政権（1993年
～2000年）の経済政策「情報スーパハイウエイ」
がそれを加速した。収穫逓増原則により経済の方
程式が書き換えられた。いわゆるニューエコノミ
ー(21)の誕生である。人口の集積度の高い全米有
力都市（ボストン、ニューヨーク、オーステイン、
ロスアンジェルス、シアトル、サンフランシスコ、
ワシントンＤＣなど）は新しいタイプの産業の集
積地、インターネットクラスタとして再生する。
いわゆるシリコン化現象である(22)。これらのハ
イテク都市のみならず、ＩＴ産業の労働集約部門を
担当する地方都市も現れる。さらにデトロイトや
フィラデルフィアなどのオールド・シティも復活
する。また、コロラド州のアスペン、メーン州の
海岸地域やイエローストーン国立公園の玄関口で
有名なジャクソンホールなどの田舎まちもIT集積
を急ぎ人材を集めた。当時米国では、従来の地理
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が塗り替えられたという意味で、これらの現象を
｢デジタル・ジオグラフィー（デジタル化の度合
いで色分けされた新しい地理)｣の出現と呼んだ。
米国は、プラザ合意（1985年）によるドル切り
下げを断行、大企業の高付加価値型製造業への転
換を実行し、そして、市民を中核とした地域コミ
ュニティの立て直しと、マクロ、ミクロ、地域と、
それぞれのレベルでの再生努力が重ねられる。こ
の時期が米国の脱工業化の時代と符合する。彼ら
の血みどろの戦いが、インターネット革命という
新しい脱工業化を越える大波を捉え、米国は世界
のリーダ（競争力第一位）として復活する。情報
通信産業の世界の先導役となったのである。
たものとされ（apaidoccupation,especiallyone
thatinvolvesprolongedtrainingandafOrmal 
qualification)、専門的職業のニュアンスがある。
jobは給与を支払うことを前提に定期的なあるい
はパタン化された仕事に対して与えられるポジ
ション（apaidpositionofregularemploy‐
ment)、あるいは有給の具体的な仕事の部分（a
taskorpieceofworkespeciallyonethatis 
paid）のことを指し、tradeはその中でもとりわ
け手先を使って行うものや特別の訓練を必要と
するもの（jobrequiringmanualskmsandspe‐
cialtraining）をいう。vocationは日本語では一
般に天職と訳されているが、かなり強いプロテ
スタント的なニュアンスを含んだ言葉でよく用
いられる。特定のキャリアや仕事に対して持つ
強い持続性のある感覚（astrongfeeHngofsus‐
tainabilityfbraparticularcareeroroccupa‐ 
tion）と定義され,また、とりわけ立派で献身が
要求される就業や主たる仕事（ａperson,s
employmentormainoccupation，especially 
regardedasworthyandrequiringdedication） 
とある。デューイは日本語的には職業としてこ
の言葉を多用している。そして、彼はすべての
時代のすべての人間にもっともだし､じなvoca‐
tionは生きること－知的および道徳的成長一で
あるとも述べている(23)。さらに人間の生き方そ
のものに強く関わる言葉としてcallingがある。
callingとは特定の生き方やキャリアを目指してい
るものが持つ､心をつき動かされる強い衝動（a
strongurgetowardsaparticularwayoflifeor 
Career）と定義される(24)。
2．米国人の仕事観・キャリア観
そもそもキャリアという言葉を生みだし、工業
社会から脱工業化時代にいち早く突入した米国に
おける仕事という概念は、どのような変遷を経て
いるのだろう。説明しておかなければいけない。
(ｉ）仕事という言葉
英語には、仕事に関連して多くの言葉がある。
Ｗｏｒｋとは結果をえるためになされる精神的肉
体的努力に関連する活動（activityinvolving
mentalorphysicaleffOrtdoneinorderto 
achievearesult）である。肉体労働としては
labor（workespeciallyphysicalwork）という
言葉を使う。occupationは、幅広い言葉でjobあ
るいはprofessionと辞書にはあるが、原義的に
は時間を過ごす方法のことであり（awayof
spendingtime)、偉大な教育学者であり哲学者
であったジョン・デユーイ（JohnDewey;1859‐
1952）は、occupationを機械労働・稼ぐこと・
市民としての能力の発揮など広範な連続的な人
間の活動を示す言葉として定義している。日本
語的には稼ぎではなくて、いわゆる仕事と訳す
べきものであろう。また、professionは対価と
して金銭をもらって行うoccupationのことで、
とりわけ長期の訓練を受け公式の資格を取得し
(ii）コーリング（calIing）からキャリアへ、
そして
米国社会を描いた有名な著作“Habitsof
Heart，，（BellahetaL1985）では仕事についてコ
ーリングの伝統の存在を強く訴えている。
19世紀中ごろまでの米国では、産業革命によ
る都市化の進行の程度も低く、小さな町に住み、
建国時のプロテスタンテイズム(25)と共和主義的
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キャリアデザインの時代（その一）
伝統(26)が息づいており、仕事とは物質的な報
酬の源泉というよりも、それぞれの仕事がコミ
ュニティ全体の利益への貢献度や、コミュニテ
ィにおける倫理的関係性の中に位置づけられて
いた。仕事（work）は「コーリング（召命．天
職)」と呼ばれ、コミュニティの構成員が人間の
活動としての理想の形を具体的に示すものであ
り、つまりコミュニティの倫理的生活から切り
離せないものであった。仕事を通じて訓練ざれ
技術を習得し適切な判断力を養う。同時に仕事
がコミュニティの仲間と結びつけてくれる。コ
ーリングが公共善・全体善（みんなに対する奉
仕・貢献）につながるものだと考えられていた。
その後の工業化社会の到来とともに、仕事がコ
ミュニティの外で与えられるようになり、経済
学的に言えば自己の利益のために報酬をえると
いう世界が現出する。仕事に関しては、職とし
ての生計をたてるためのジョブや、職務上の功
績や昇進によって前進していく職務経歴として
のキャリアという言葉が頻繁に用いられるよう
になる(27)。
米国でも工業社会では、企業による終身的雇
用が一般的であった。（大）組織のヒエラルキを
登っていくところにキャリアが位置づけられる。
そして当該企業特有の技能や文化・習'慣などを
習得することがキャリアを目指す個人にとって
のコンピタンスであった。ポストとしてのキャ
リアは企業が準備していたという意味では、キ
ャリアは雇用者が設計するものであり、昇級プ
ログラムに載った－部エリートたちのものと言
い換えてもよかった。
個人にとっては、企業が個人の帰属する最大
のコミュニティに変化する。従来は地域のコミ
ュニティなどとの関係性により自己理解が進め
られていたが、工業化時代には、むしろ企業と
の関係性、経済的成功や社会的地位や威信など
によって自己を理解する傾向が強まる。やや誇
張して表現すれば、組織は軍隊であり、トップ
の指揮命令系統の中で兵士たる個人は忠誠を誓
い序列の中で忠実に職務を実行する存在に転化
する。トフラーが指摘しているように、労働に
縛られ伝統的コミュニティ意識が喪失し、孤独
感が強まった時代であった。当然のことながら、
コーリングとしての職業意識は薄まった。
1980年代以降、既述の通り米国は苦渋の脱工
業化の時代を迎える。社会は構造的な大変革を
迫られる。大企業のダウンサイジング、産業構
造の変化。そしてコンピュータリゼーションの
中で、組織の形態がよりネットワーク型に変化
をし始める。法人という枠の中に縛り付けられ
ていた人たちの一部が放逐され、残された人た
ちも人々のネットワークやサプライチェーンに
関わる人たちのとのつながりの中に身を置くこ
とになる。組織とは「つねに組織化すること」
といわれるのが、そのような変化がもたらされ
たのである。
そのなかで、人々の仕事・職務に対するイメ
ージも徐々に変化していく。就業機会として企
業は－社ではなく複数となり、定番型の仕事が
終身雇用から一時的な雇用形態に変化する。雇
用されるということは、そのときにどの程度エ
ンプロイアビリテイが見通せるかという意味に
変わってくる。仕事は、企業ごとに体系化やル
ーティーン化された一連の確定的行動というよ
りも、具体的なジョブにつなげる個人の意志の
問題となった。それは、生涯学習に向かわせる
アンカーのようなものであり、ジョブを生み出
してくれるネットワークへのアクセス能力のよ
うなものになりつつあるともいえる。個人が一
人でスキルを記憶に焼き付けた職業訓練という
言葉が陳腐化する。生涯学習の重要性が認識さ
れる。学びは、集団的な作業プロセスにおいて
創造性を養い知識を習得し意思疎通を図り（共
通の言葉をもつこと)、その中で適用力や転換へ
の順応力をつけることなど、多層・多元に展開
する、今までとは次元を異にするものとして捉
えられ始めている。
従って個は肉体的な境界により存在するもの
というより、むしろ他人との相互依存関係を強
く意識した存在となり、キャリアもヒエラルヒ
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会に属し社会に生かされている一人の人間の役
割として仕事も人生も捉えようとしているよう
にみえる。スチュワードシップという言葉を口
にする人たちが多数いたことは特筆に値する。
彼らは、おそらく、仕事をしていても常に「自
分は何をしているのか」とか「自分は何者であ
るか」「誰のために働いているのか」を問うてい
たのではないか。自分がその一員である地域コ
ミュニティの人たちとの関係`性を強く意識して
いたのではないかと思う。当時西海岸に駐在し
ていてそのことが強く記憶に焼き付いている。
トフラーは第三の波で「明日の人間は現在よ
りもはるかに生き生きと変化するだろう。成長
は速まり、幼い頃から責任をもち適応性が高ま
りいっそう個性的なるに違いない。権威に対し
ては批判的、……金だけのために働くことは拒
むだろう」と結んでいる(29)。しかし、ニューエ
コノミ時代の現実は、クリントン政権の労働長
官であったロバート・ライヒ教授も指摘するよ
うに、個人をして市場に直結させた。雇用は、
ルーティーン的作業など代替が容易なものと創
造性や調整能力など代替不可能なものとに二分
され(30)、所得も二極化する。地域コミュニティ
も市場的な選択の対象となる。トフラーの指摘
のような豊かで人間的な社会になりうるが、今
我々が直面している経済社会は予想以上に変化
のスピードが早い。それだけに、自己認知を高
め自分の人生を自分で設計・決定できるような、
よりしっかりした個が求められるようになった。
急速な経済発展と調和をとれる健全なコミュニ
ティの維持が重要だ。政治に参加し社会変革を
実践する市民'性の高い個が存在しないと未来は
描けない。
米国という国は自由とともに始まった。自由
に人生を生きる。人生を如何に設計するかが問
題であった。自由でもって人間の精神の完成を
目指して始まった国である。1931年ツルースロ
ー・アダムズが「アメリカンドリームとは、す
べての人にそれぞれの能力と遂行力に応じて機
会が与えられ、人生をより良く豊にする、つま
の階段を上っていくものではなくなり、時間の
経過とともに変わっていく仕事経験の拡大的積
み重ねという認識に変わって行った。それはと
りもなおさず、組織人として全うする組織キャ
リアというよりも、組織を越えてキャリアを構
築するバウンダリレスキャリアの時代を示唆す
るものである。
米国は大企業の国ではなく自営者；スモール
プレーヤや起業家、の国であり、彼らが産業の
新陳代謝の源であり雇用の過半を生みだしてき
た。このような雇用構造の変化の中で、自営者
が増加・パワーアップされる。
1990年代に入りICT革命とその後のニューエ
コノミが現出するに至り、自営者が勢力を増す。
インディペンデントコントラクタやフリーエー
ジェントというような人たちも生まれる。彼ら
は彼らのつながりの中に存在し、そのネットワ
ークが強化された。キャリア的にも、プロフェ
ショナルとしての自営（selfemployed）意識が
たかまり、プロ的経験を拡充・飛躍させ、技能
や経営ノウハウ、コラポレーションやガバナン
ススキルを身につける方向に進んでいった。そ
の場合キャリアは、他人依存ではなく、その進
化を自ら設計し定めるものとなる。キャリアは
新しいステージに到達したといえる(28)。
西海岸には、一般にボランティア活動や成功
者が恩返し（givingbacktothecommunity）
と称して寄付などを率先的に行う習,慣が根付い
ている。企業組織においても大小規模の如何に
拘わらず、金銭寄付や役務提供が準仕事的なも
のとして企業生活の中に組み込まれている。コ
ミュニティに対する貢献意識が高く、コーリン
グとしての仕事意識の伝統がなお生きづいてい
るといえる。1990年代の繁栄はこの傾向を強め
ることになる。金銭欲の固まりのように日本で
は伝えられるシリコンバレーがその代表的地域
である。そこでは、仕事は単に金銭的手段や社
会的権威（日本語でいうあの人は偉い偉くない
という感覚）として捉えるのでない。あくまで
対等な人間同士の関係性の中にある自己が、社
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キャリアデザインの時代（その－）
り自由と機会を約束してくれることである」と
謡いあげたが、仕事にインセンテイブを与え続
け繁栄を支えてきたアメリカ精神が今後どのよ
うに変化するのか。それはキャリア意識に目覚
めた我々日本人に強いメッセージを与えるもの
である。
メンターに相談する。個人には必ずメンターがい
る。また起業に関してはこんな働き方も許される
(日本では禁止)。ムーンライトワーキング。ベン
チャー準備のために勤務時間外に集まって行なう
自主的な夜の仕事のことである。勤務先が異なる
ａ君ｂ君ｃ君が５時以降インキュベーター（起業
のための貸しオフィス）に集合。事業計画を立て
その目途を確かめつつ会社を－人辞め二人辞めし
て事業を徐々に軌道に乗せていく。
ベンチャーの社長が、面識のない競争企業の社
長に電話をして技術問題を解決する。そんなこと
もよくある話だ。彼らはいずれどこかでビジネス
上での繋がりがあると、言い換えれば個人のキャ
リア上での繋がりをもつことがあると感じている
からそうするのだ。
成功ベンチャーを多数輩出するインキュベータ
ーの所長。若き起業家を指導する。彼は元神父だ。
｢神学は人間を理解する最高の学問だ」と豪語す
る。互いに情報を共有し教えあい助けあう小さな
コミュニティ（仲間）づくりに成功している。彼
は有能なキャリアアドバイザーだ。また、人格・
識見・学歴（工学とＭＢＡ）と、非の打ち所のな
い元ベンチャーキャピタリストのベンチャーの社
長が、「シリコンバレーの合言葉は「IBM（当時
は再生前で凋落する巨大企業の代名詞）に就職す
るな』だ。１０年いるとバカになる」と告げる。バ
ウンダレスキャリアの世界は働く人の心性もコミ
ュニティの質も違う。
キャリアは、自分で構築していくものである。
ベンチャーで失敗した経験が高く評価される。日
本では創造できない世界である。経理財務の人材
も同様である。ＣＨＯ（chiefhumanresourceoffi-
cer）という人材担当役員の流動性も高いと聞く。
ＣＨＯの任務の一つはキャリア指導である。成功
者はベンチャーを去りまた新しいベンチャーを立
ち上げる（シリアルベンチャー)。あるいはリタ
イアしてファンド（NPOへの基金、ベンチャーフ
ァンド）を供出し地域コミュニティに貢献する。
大企業の経営に関与したキャリアの持ち主はベン
チャー企業の経営者に招聰される。ベンチャーキ
3．バウンダリレスキャリア社会としてのシ
リコンバレー
1994年カリフォルニア大学バークレー校の助教
授アナリー･サクセニアンがRegionalAdvantage(3'）
という書物を著し、ＩＴ産業論を展開した。フラッ
トで、カジュアルで、人と,情報が流動する地域コ
ミュニティとしてのシリコンバレーと、伝統と文
化に閉塞しピラミッド型の官僚組織が賊肩するボ
ストン・ルート128を代表とするエスタブリッシ
ュメントの世界､東海岸とを比較したものである。
拙著『エンジェルネットワーク」（1996中央公
論社）においても、シリコンバレーで活躍する
様々な人たち（ベンチャー起業家、彼らを支える
メンター、エンジェル、コンサル、ベンチャーキ
ャピタル、会計事務所、補弁護士事務所、投資銀
行、大学など）が、多民族多文化社会という構図
のなかで、入り交じりながらも対等な人間関係を
基本としてフラットなネットワークを構築し（緩
やかな結合によるソーシャルキャピタルの形成)、
典型的な産業クラスタを創り上げている様を取り
上げた。キャリア理論的には、ここで働く人たち
は組織を越えたキャリア形成の場が提供されてい
る。シリコンバレーコミュニティにはバウンダリ
レスキャリアの世界が展開する。
ベンチャー企業には夢を描く技術者が群がる。
彼らは、先端分野はベンチャーにあることを熟知
し大企業を辞める。大企業を離れても個人のネッ
トワークは維持される。元の会社への出戻り、転
職も日常茶飯事である。企業を変わることで技術
やスキルを磨き、ネットワークも拡大する。キャ
リアを積み上げ人間としても成長する。転職とい
う決断の時には、人生の師と仰ぐ相談相手である
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ヤピタリストも大学の教員もベンチャー企業の役
員を兼務する（自ら起業する事例も多い、役員と
してベンチャー企業をコントロールすることも自
由である)。市井の有力者もメンターとしての役
割を負うこともある。彼らは三つのＯＫ、「失敗．
転職・競争相手と話をする」を共有する。コミュ
ニティの深みが違う。地域コミュニティのネット
ワークの総合力が世界一のＩＴ・バイオ産業を生み
だしているのではないか。
彼らのキャリア観は、優等生的組織人となるの
ではない。それは、人と人が水平で重層的につな
がっているシリコンバレーコミュニティという孵
化器の中で、自らのキャリアを磨く自主自発の起
業家精神の中にある。自らの手で自らの責任にお
いてキャリアを設計していくのである。それは一
人の人間としての人生キャリアであり、キャリア
論的には組織キャリアではなくてバウンダリレス
キャリアということになる。
その後、シリコンバレーはジャーナリストの関
心を呼んだ。ニューヨークタイムズに寄稿するジ
オフリ・ジェイムズはシリコンバレーに２１世紀の
カルチャーを見出した。古い伝統的仕事意識と新
しい時代のそれを整理し次ぎのように述べている
(32)。異邦人の私がシリコンバレーに感じていた
異質感、良い意味での違和感と相通ずるものがあ
る。そもそもスモールプレーヤの多いシリコンバ
レーがICT革命でその集積に拍車がかかる。伝統
的資本主義社会とICT革命でさらに変質するシリ
コンバレー社会を比較する。バウンダリレスキャ
リア社会のパラダイムは次のようなことになるの
ではないか。
①ビジネスは生態系（エコシステム）そのもので
ある。生物が誰に命令されるのでもなく自由に動
き回る。アメーバが動き回り、離合集散を繰り返
すように。様々な出会いがあり、アイデアの創発
が起こる。コラポレーションが起こり、価値創造
が起こる。
これに対して古い社会ではビジネスは戦場であ
る。一兵卒は上官の命令に従って動くのみ。秩序
を乱すことは許されない。社長は皇帝である。従
業員は兵隊。顧客の獲得は領地のなわばり争いに
似ている。女性は兵隊にさえなれない。何の権限
も与えられない存在である。
②会社はコミュニティである。コミュニティ的会
社の従業員は履歴も思考過程も異なる。彼らは英
知を結集し商品やサービスを生み出す。彼らはコ
ミュニティの一員である。つまり対等である。そ
れぞれのやりたいことをみんなで共有し、夢は組
織のビジョンとしてセットされている。
これに対し古い社会では、会社は従業員がその
歯車になっている巨大な機械のようなものであっ
た。ピラミッド組織に個人がはめこまれていた。
従業員は部品でいつでも取り替え可能、個人のや
る気や個人の望みは会社という機械の目的のため
に抑圧される。権限は細分化ざれ硬直的。組織の
変革は不可能と吹き込まれる。このような巨大マ
シーンはマンモスのようで、世の中の変化、市場
の変化に適用できない。
③マネージメントとは管理・監督・支配するので
はなくて、奉仕することである。管理職は仕事の
方向性を示すのみ、従業員のために必要な資源を
調達しリーダーシップをとることが職務だ。組織
を管理するのではない。権限は委譲ざれ従業員は
自らのルールで仕事に励むことになる。
古い組織のマネージメントとは部下を縛り付け
て経営者の意思どおりに動くように管理すること
であり、組織の徒を守らせることにあった。
④従業員は同僚である。従業員はポストへの適・
不適で決められるのではない。組織にとって必要
い社会 (薪側罫ｷｬﾘｱ社会
①ビジネス
②会社
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不可欠の人材として採用される。従業員は役員室
にいようと現場で力仕事をしていようとその役割
が期待される。従業員も自分の仕事に自ら責任を
負う。競争は楽しくあたかも貢献度のコンテスト
が行われるような雰囲気が漂っている。
古い組織では、従業員は子供として扱われる。
未熟で馬鹿で信頼されない。従って従業員は上司
や経営者に憤りを感じ、自ら責任を負うことはな
い。上司が直接責任を負うものについて仕事をす
る。生産的な仕事をしている時間より、上司の悪
口などを言って愚痴をこぼす時間のほうが長い。
⑤仕事の動機付けは理念（ビジョン）である。従
業員は義務感や脅しでは本当の仕事はしてくれな
い。組織の目標を理解し、面白いと感じ、将来自
分たちも収益にあずかれると感じるから全身全霊
を投入し仕事をするのだ。
古い社会のやり方（動機付け）は脅しであった。
解雇きれるかも知れないという恐怖で仕事をし
た。管理職も従業員もリスクのあることには取り
組まない。仕事は楽しくなく、上司に媚びへつら
うことを覚える。社内の派閥工作に巻き込まれる。
歪んだ人間関係の中で悩むことになる。
⑥変化とは成長である。変化は望ましいものであ
る。新しい市場条件に適合すれば成功を収める機
会がある。従業員も組織も、常に新しいアイデア
を尊重し、新しい仕事の仕方を模索し、新しいビ
ジネスモデルを考えている。
古いモデルでは、変化とは痛みである。複雑で
困難なものである。従来通りのやり方さえ踏襲す
れば利益が上がる。変革は会社の最終・最悪の選
択である。リエンジニアリングなどの会社救済の
処方菱は変化を伴う。それが苦しみに添加するた
め、従業員は最後まで抵抗する。
⑦コンピューターは下僕（サーバント）である。
技術はルーテイーンワークからの開放のためのも
の。人間は創造的な生き物である。人間同士の広
範なネットワークを構築することが重要になって
いる。
古い世界では、コンピューターはご主人様であ
った。技術は管理職による管理・支配を強化する
ためのものであった。従業員は人間性が否定きれ、
コンピューターシステムに組み込まれる。従業員
よりコンピューターのニーズが優先した。従業員
はコンピューターを積極的に使わない。サボター
ジュを決め込んでいた。
⑧仕事は遊びである。創造的仕事は好きでなけれ
ばできない。楽しさの中で創造性が生み出される。
好きなことは四六時中頭の中から離れないもので
ある。管理職は従業員が楽しんで仕事し、仕事に
満足するようにすることである。仕事が生きがい
であり、遊び心の中で楽しく行なわれる。そのよ
うなものでなければ、新しい付加価値や競争力あ
る商品は生み出せない。
古い世界は、会社での仕事は人生とは隔絶した
もので、従業員は時間の切り売りをしていた。彼
らは他に沢山やりたいことがある。仕事は苦しみ
である。従業員は一所懸命仕事をしたいとは思っ
ていない。管理職と従業員とは常に摩擦を生む。
シリコンバレーで働く人たちは明るい、いきい
きしている。大組織の官僚システムに毒されるこ
とはない。競争は厳しいが、働きがい、生きがい
を仕事に見出している。自信を持って生きている。
仕事に誇りを持っているのである。それは我々日
本人が坂の上の雲を仰いで邇進した時代の精神を
想起させる。日本人のよさを奪ったのは、巨大化
したピラミッド型の大組織や大企業に蔓延った権
威主義ではなかったか。それを信奉するエリート
集団、つまり官僚・民僚、そのシステムを支えた
すべてを東京に集めた中央集権政府の仕組みが制
度疲労を来している。日本も近代合理主義の虜と
なり膿がたまった。
シリコンバレーに行くといつも中小企業が頑張
っていた昔の大阪の喧騒が思い出される。戦後、
我々は、小さな組織で、アメーバーのように動き
回り、燃えた。そこにはエコシステムがあった。
そこでの試行錯誤が創発を生み、経済復興の炎を
燃えあげさせたのではなかったか。
我々が構築する新しい時代の空気は、勝利・闘
争ではなくて協働である。競争ではなくて創造で
ある。単独・孤立ではなくて連携・コラポレーシ
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ヨンである。権利・義務・従順・忠誠ではなくて
自主・自立・自発・共鳴・自己実現である。ジェ
ネラリストではなくてプロフェッショナルを目指
さなければいけない。会社だけに属する単属性人
間は減り、居住する場のコミュニティを拠点とし
ながら、複数の多様なコミュニティに所属する複
属性の人間の時代である。自己閉鎖的（クローズ）
ではなくて、開放的（オープン）になるのである。
ICT技術が情報開示を可能にした。ヒエラルヒ
による情報管理システムにしなくても組織は回
る。`情報開示がコミュニティ全員に対する信頼を
担保し説明責任を駆動させる。中央制御・権限の
集中の時代はおわり、分散処理・権限委譲が可能
な時代になった。そのためのシステムを構築しな
ければいけない。
「インターネットに触れたときコミュニティ
(senseofcommunity）を感じた」と、リナック
スの創始者、ライナス・トルバドスは私にいった。
彼はフィンランドを離れ、当時シリコンバレーに
いた。
「コミュニティを持つということは、共通の目
的をもてる感覚、何かいざというときに助けても
らえる感覚、何らかの関与をしてくれる感覚を抱
けること。この三つを共有することだ｡」シリコ
ンバレーのオピニオン・リーダ、ジョン・ガード
ナー（ジョンソン大統領時代の厚生福祉教育長官、
89歳でなくなる直前までスタンフォード大学の教
育スクールで教鞭をとり、コミュニティ・ファン
デーション・シリコンバレーのなど多くのNPOの
顧問をしていた米国の心理学・教育学の権威）の
言葉である(33)。ライナス．トルバドスは、それを
インターネットに感じて、リナックスを創ってし
まった。ベンチャー企業（その後公開）トランス
メタ社の一エンジニアとして家族と楽しくシリコ
ンバレーコミュニティで暮らした。かれの名刺に
は肩書きがない。トランスメタ社の要職（ＣＴＯ
的な役割）にあるはずだが、会社名というコミュ
ニティとエンジニアという役割とライナス・トル
バドスという名前だけが書かれている。シリコン
バレーコミュニティにはこのような名刺がよく似
合う。
注
(1)ロシア（ラトビア）で生まれたユダヤ人哲学
者アイザイア・バーリンの定義によるもので、消極
的自由（negativeliberty）とは、信教の自由のよう
に他者の権力に従わない状態・他者の強制的干渉が
不在の状態を意味し、一方、積極的自由（positive
liberty）とは、自己実現や「能力」（capability）に
よって規定される概念で、自己の意志を実現しうる
こと、自己の行為や生が自己の意志や決定に基づい
ているかどうか、自らを律しうる自立した状態にあ
るかどうかという観点から見た自由である。
（２）フランスの社会学者ジャン・フランソワ・リ
オタールが1979年「ポストモダンの条件」という書
物を著し、そこで「大きなものがたり《meta
story》」は終ったと告げた。この議論は大きな反響
を呼び、科学技術と民主主義による国民国家を希求
しつづけた近代合理主義時代が終わりつつあるとい
う認識が急速に広がった。
日本では経済の燗熟期である1980年代この思想
(浅田彰、柄谷行人、東浩紀、内田樹）が流行、戦
後の政治的色彩が強いマルクス主義を基軸とする思
想はいとも簡単に新しい時代の中に埋没した。時代
は、大衆の大量消費、自動車によるまちの郊外化が
完成し、消費が、社会的意味を喪失し個人的意味を
満たすだけのものにと化し（三浦)、（田中康夫の著
書で表現されたように）ブランドによる自己顕示・
性的主張に利用され、他者を強く意識した個人とし
ての行為に変化している。消費は社会的意味を完全
に失い、ただ欲求を即座に満たすことだけを目的に
した、自己満足的で「動物的」（東浩紀）なものに
なっているとの指摘もあたっているように思える。
｢癒し」と「おたく」という言葉は、確かにポスト
モダンの思想である“集権ではなく分散”する個々
人の出現といえるが、日本的な現象、個の自律が見
られない時代に漂う個人の状況を表しているにすぎ
ないように見受けられる。
（３）小田中直樹『日本の個人主義』ちくま新書
2006ｐ6２．６６ 
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（４）シリコンバレー在住の梅田望夫は、ウエブ2.0
を「ネット上の不特定多数の人々や企業を受動的な
サービス享受者ではなく能動的な表現者と認めて積
極的に巻き込んでいくための技術やサービス開発姿
勢」と定義（｢ウエブ進化論』第三章、ちくま新書、
2006）し、個人にとっては、リアルの世界に加えて
(パブリックでオープンでフリーな）もう一つの世
界が展開するとして、個の可能性についてポジティ
ブなとらえ方を提示する。新時代の心構えとして、
若者に対し（ｉ）時代の大変化を楽しむ心を唱え、
(ii）ネットは個の可能性を広げるものと理解し、
(iii）個の自立を求め（強い個を求め)、（iv）未来
は創造するものとし（ｖ）自助の精神を説き（vi）
パブリックな意識を求めている（『ウエブ時代をゆ
く』ちくま新書２００７Ｐ32)。
（５）鈴木謙介「反転するグローバリゼーション』
ＮＴＴ出版２００７ｐｌ４０
（６）米国のジャーナリスト、ジェレミ・リフキン
は著書、『ヨーロピアンドリーム』で、ペンシルバ
ニア州のスウオースモア・カレッジの心理学の教授
ケネス.Ｊ・ガーゲンの言葉を借りて次のように説
明する。「今日の若者はグローバル化する密度の高
い文化の中で、ありとあらゆる方向から中枢神経に
流れ込む様々な欲求が競い合い、そこで自分の進路
を決めていかねばならない。……すべての刺激を排
梱しあらゆるネットワークに関係を持とうして、ひ
とつひとつの関係に自分のペルソナの断片を与えて
しまう。排除されることを恐れる。私有とか自律と
か排除がアメリカンドリームの必須条件だったとす
れば、今の時代はアクセスを持ちどこかにはめ込ま
れることをもとめてしまう…あちこちに分散し目一
杯となり自己を失う…」（JeremyRifkin“TheEuro‐
peanDream，，TarcherPenguin2005p487)。
（７）小田中はこれを認知革命と呼んでいる。小田
中直樹ｐ７２
（８）アブラハム・マズロー（AbrahamMaslow）
は「経営管理の最も高次の段階では、世界とより一
体化しようとする志向、神秘主義への接近、世界と
の融合、至高経験、宇宙意識などを仮定しなければ
いけなくなる」と指摘している、と金井壽宏（｢働
<ひとのためのキャリアデザイン」ｐ299）が述べて
いるが、これは、近代合理性という軸を離脱したポ
ストモダンの世界の人たちのことを念頭に置いてい
るように思える。
（９）Ａトフラー、徳岡孝夫監訳『第三の波」中央
公論l982p479
(10）トフラーｐ５０６．５０７
(11）トフラーは、第二の波の時代の特徴を労働の
反復化・専門化・能率化の進行と捉え従順で単純作
業を行う従業員をもとめ、マネージャには官僚的な
仕事を四角四面にやれば初期の成果を得られると指
摘。第三の波の経営者は、従業員として責任感が強
く自分の仕事と他者の仕事との仕事の関連性を理解
し広範な仕事をこなし、労働環境の変化にすぐ対応
でき周囲の人間ときめ細かに調和できる人間、マネ
ージャには融通性のある行動の迅速な人が求められ
ると述べている（トフラーｐ502.503)。
(12）米国の企業は、特にIＴ産業はこの点に十分気
づいていて、人が生活する空間としての職場の環境
に気を遣う゜マイクロソフトは米国北西部の都市シ
アトルに緑豊かで湖にほど近い自然環境豊かな地に
広大なキャンパス（彼らは自然がオフイスピルを囲
むような環境をつくり、その職場空間をキャンパス
と呼ぶ）をもっている。ＩＴ産業の発祥の地シリコン
バレーは、シアトルほどではないにしても、元オレ
ンジ畑であり、太平洋とサンフランシスコ湾に挟ま
れた自然豊かな地域にある。太平洋からせり上がっ
た山からなだらかにサンフランシスコ湾に注ぎ込む、
その緩やかな斜面（バレー）にベンチャー企業が群
れをなして立地している。バレーと呼ばれる所以で
ある。その産業地帯に平行して走る山沿いの高速道
路には鹿が出没するので、鹿に注意の標識がたてら
れている。
企業が大きくなればなるほどキャンパスの構築に
は意を用いる。建物の中の個人のオフィス（職場）
にも特段の配慮がなされている。ペット持ちこみ可
能なところも多く、突如ミニバスケットボールコー
トが現れたりする。米国では人材確保のために社内
にゴルフ場まで準備しているところもある。なお、
参考までにいうと、ＩＴ産業の立地する地域の大学は
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在、米国がリードしているリベラル・デモクラシー
に対抗できるような思想が見当たらないということ
を指摘したもので、佐伯は（『アメリカニズムの終
焉」ＴＢＳブリタニカl998p53～57）「フクヤマの
｢歴史」とは、一定の理念に導かれて進歩するとみ
られてきた歴史意識にほかならず、それは『進歩」
の観念なのであり、終焉したのは「進歩主義』なの
である」と断じている。また、フランスの人口学者
エマニュエル・トヅドは著書「帝国以後』（藤原書
店、2003、ｐ30）で「現実のへ_ゲル、プロイセン
に服従しルター派の権威主義を尊重し、国家を崇敬
したあのヘーゲルを知っている者にとって、個人主
義的民主主義者としてのヘーゲルというイメージは
大いに笑えるもので…米国の知的生活の常軌を逸し
た経済主義に感染したに違いない」としながらも、
｢早くも1989年に自由主義的民主主義の全世界化が
検討に値する可能性となると指摘したのはお手柄で
あった。…欧州の知識人は共産主義への批判へと、
つまり過去へと傾注していったのに対し、フクヤマ
は未来について思弁するということをおこなった」
と価値は認めつつ、「ただ、彼のビジョンはかなり
の真実は含まれるが地球の安定化を教育と人口動態
という要素で捉えていない」と批判している。
(17）ThomasFriedmanTheWorldisFlat"p､406 
(18）ジャーナリスト、トーマス・フリードマンは、
著書“TheWorldisFlat，，の中で、グローバリゼー
ションは批判の対象ではなく、歴史の止めることの
できない現実であり、そのレベルは、バーション1.0
では国が、バージョン2.0では企業が生き残りを考え
ればよかったが、バージョン3.0の段階では、個々人
がグローバルに競争させられる局面に突入したと指
摘する。
(１９）経済思想家、佐伯啓思も、９０年代に入って、
豊かさを約束するアメリカ進歩主義がグローバル化
を必然としよかれと信じるグローバリゼーション
が米国（文化帝国主義）に対する反発を招いている
という矛盾やディレンマの中で岬吟している状況を
アメリカニズムの終焉と呼んでいる。佐伯によるグ
ローバリズムの議論は、現実ではなくて自由と民主
主義を信奉する進歩主義の矛盾の露呈だと指摘。論
必死で世界中から天才を集め、イノベーションによ
る地域発展の可能性に賭けているのも大きな特徴で
ある。
(13）『公共哲学全集2』ｐ４８．４９より編集
(14）米国では、脱工業化がIＴ革命に増幅される中
で、自ら価値を生み出すことのできるプロフェショ
ナル＝専門家・インディペンデントコントラクタ
(freeagent；フリーランス。自営業＝小さな起業
家、高い給与を受けている臨時社員）と呼ばれる人
たちが現れ、また、自ら価値を市場化できる個人自
営業に携わる人たち（smallplayerという言葉があ
る）や、そして、ベンチャー起業家がさらに勢いを
増し、より大きな市場の創造に貢献する時代になっ
た。ダニエル・ピンクは彼ら独立色の強い個人をフ
リーエイジェントと呼び、政府の役割として企業よ
り個人の重視を、労働環境として安定の保障ではな
くて機会の保障を、労働運動の目的として安定性よ
り流動性を、政策目的として従業員の賃金と労働環
境ではなくて市民の福祉と生涯学習を訴えた。
(DanielPinkTreeAgentNation”WarnerBusi‐ 
ness2001、邦訳；池村千秋訳玄田有史解説「フ
リーエージェントの時代の到来一雇われない生き方
は何を変えるか－』ダイヤモンド２００２ｐ351）
(15）トフラーは、三つの基本要素（コミュニティー
共同体・構造・意味）は希望をもって生きていくた
めの前提条件として密接な相互関係にあるとし、第
三の波の文明を築くには、孤独との闘いを越えてす
すまなければいけない。生活に秩序と目的という枠
組みを与えることに着手しなければいけない。なぜ
ならこの三つの要素が希望をもって生きていける未
来のための前提条件として、密接な相互関係をもっ
ているからである。多くの人を悩ませている現代の
苦悩一社会的孤立一人間性の喪失一構造の不在一無
意味感などは、単に過去の崩壊からくる症状にすぎ
ない、と指摘している。（トフラーp494）
(16）しかし、哲学書であるこの書物は、独哲学者
へ－ゲルの教え（歴史には始まりがあり、終わりが
ある）を忠実に表現したもので、自由で平和な世界
の到来を楽観的に宣言したものではなくて、共産主
義もふくめたあらゆる全体主義思想が力を失った現
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点は（ｉ）グローバリズムは経済ゲームの中に国家
を巻き込むが、グローバル市場自体がきわめて不安
定で覇権構造は安定しない。（ii）市場自体の拡大
が自らを正当化する「自己生成的」な運動（iii）競
争力のあるグローバル・エキスパート（自由を主張、
国家への忠誠心はなく公共精神とは無縁）と国とい
う枠組みの中に依存する人々（民主主義と安定を主
張）との間の亀裂（文化・価値観・リベラリズムと
デモタラシーの対立）の発生である。ディレンマや
亀裂は市場、個人主義、民主主義などが理想の世界
ではないことを暴露し、西欧の近代（進歩主義）の
終着駅がグローバリズムであり駆動力は市場の運動
であり、指令本部たる米国は成功ゆえに矛盾を露呈。
このパラドクシカルな状況を彼はアメリカニズムの
終焉と呼んでいる。（佐伯啓思『アメリカニズムの
終焉ｊＴＢＳブリタニカl998p336～339を要約)。
(20）米国のコミュニティ崩壊についてはハーバー
ド大学の社会学者ロバート・パットナム（RobertD
Putnam）の“BowlingAlone：TheCollapseand
RevivalofAmericanCommunity”1995,に詳しく
述べられており、既述のフクヤマ（FrancisFukuya‐
ｍａ）は、その後1999年の著作（1960以降の30年間
の分析）“Greatdisruption;Humannatureandthe
reconstitutionofsocialorder”のなかで、工業化時
代の政府や企業により支持された秩序も崩れ、細分
化された自治的組織の内部規範による秩序の時代へ
の回帰、コミュニティ的秩序への復活の必要性を強
く説いている。両学者ともいずれ詳述したいと考え
ているソーシャルキャピタルの重要性を指摘してい
る。
(21）経済学的には、新古典派の成長理論の前提条
件が、ＩＴ革命（情報技術革新）という異質の成長要
因により、収穫逓減から収穫逓増の法則へ、これま
で外生要因であった独占的競争、技術革新が内生化
されるなどを前提とするようになったとされている。
(22）ＡＴカーニー社の調査によれば、８つのインタ
ーネットクラスタが形成されている。①ボストン128
地域；ハーバード大学とＭＩＴでは、ｅビジネス関連
の講座は華盛りであった。優秀な教授陣がいち早く
業界の動きを察知して、講座に展開していた。豊富
な優秀な人材を背景にボストン・ルート128周辺で
ｅビジネスの新たな産業集積が起こっている。市内
の交通混雑解消と二十一世紀に向けた新しい都市づ
くりプロジェクト、ＢＩＧＤＩＧも並行して進められ
ている。②シリコン・アレー；人材のるつぼでもあ
るニューヨーク市マンハッタン島、メディア産業を
中心に印刷、広告、金融がインターネット産業をリ
ードした。フォーチュン500クラスの大企業の集積
がインターネットに対する巨大な需要を生み出した。
地域のマルティメディアに従事するひと達の集るコ
ミュニティ（フォーラム）が大きな役割を果たした。
その方式を日本に持ち込んだのがビットバレーであ
る。③シリコン・ドミニオン；首都ワシントンから
ヴァージニア州ダレス空港にかけての地域である。
ペンタゴンの周りは歴史的なインターネットの基幹
が整備されているところである。アメリカ・オンラ
イン、ＵＵＮＥＴ、ＰＳmetなどのＮＥＴ関連の企業群が
立地し、その周辺に数多くのベンチャーが集積して
いる。④シリコン・ヒル；テキサス州オースティン、
1980年代からコミュニティあげて地道にハイテク化
を進めてきた努力が報われた。生活コストの低廉`性、
地域の汎ビジネス環境は群を抜いている。ＩＴ主要企
業が勢ぞろいし、幾多のベンチャーも生まれた。地
場企業の成功モデルに、デルコンピュータがある。
テキサス大学のテクノＭＢＡコースは有名になった。
昔からテクノロジー教育に力を入れている。技術者
養成、インキュベータの経営、ハイテク経営者教育
には一日の長がある。⑤シリコン・フオレスト；ワ
シントン州のシアトル周辺地域。マイクロソフトの
お膝元である。ワシントン州立大学は連邦政府から
毎年多額のＲ＆Ｄ予算を獲得している。地域ハイテ
クネットワークの核に成長している。リアルネット
ワークなどマイクロソフトからスピンアウトしたベ
ンチャーの集積も起こっている。ウォールストリー
ト出身のｅビジネスの旗手ジェフ・ベソスが率いる
アマゾンも拠点を構えた。⑥マルティメディア・ガ
ルチ；荒廃したサンフランシスコのマーケット・ス
トリート東地区が再生した。職住近接のコンパクト
なまちづくりが産業集積に結びついた典型事例であ
る。インターネット関連企業の誘致に努め、マノレチ
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参与という「共同性」の視座からとらえられる。つ
まり制度をつくり運営する主体としての性格にポイ
ントを置き、政治的能動性を持つ市民を重要視する
態度（杉浦敏子「ハンナ・アーレント入門Ｉ藤原書
店2002/l2p74を参考に要約)。
(27）BellahetaL“HabbitsoftheHeart”Universi‐ 
tyofCalifOrniaPressp66、訳出に当たっては邦訳
ロバート・ベラー「心の習慣」みすず書房l991
p76を参考にしている。
(28）RaymondMileSChalesSnow“Boundarylesss 
Career”OxfOrdplO3 
(29）トフラーｐ５１１
(30）1．ジャーナリスト、トーマス・フリードマン
は、著書“Worldisflat,，で、代替不可能な仕事
について次のように述べている（｢フラット化する
世界下巻」Ｐ９～42,2006,日経より抜粋・修正)。フ
ラットな世界では適切な知識と技量と発想と努力す
る気持ちがあれば仕事が山ほどある。このやりがい
のある仕事は楽ではない。かなりの精神的柔軟性と、
努力する気持ち、変化に対する心構えがなければな
らない。サプライチェーンにぴったり合うペースで
仕事ができるスキルをいくつも身につけなければな
らない。自分を高めなければならないという責任感
が、いまだかってないレベルにある。「無敵の自分」
に創り上げなければいけない。無敵の自分とは「自
分の仕事がアウトソーシング、デジタル化、オート
メーション化されることがない人」を意味する。（ｉ）
かけがえのない、もしくは特化した人材（ii）地元
に密着している人材（iii）新ミドルクラスの仕事と
いう三つの種類がある。そして、新ミドルクラスの
仕事とは、；ｉ）偉大な共同作業者.まとめ役、ｉｉ）
偉大な合成役（シンセサイザー)、iii）偉大な説明
役、ｉｖ）偉大な挺入れ役、ｖ）偉大な適応者（アダ
プター)、ｖｉ）クリーン・ピープル、vii）熱心なパ
ーソナライザー、ｖiii）偉大なローカライザーなどで
ある。
２．また、ダニエル・ピンクは著書「ハイコンセ
プト（WholeNewWorld)」（2005三笠書房）でつ
ぎのように述べている。新しい時代を動かしていく
力は、これまでとは違った新しい思考やアプローチ
メディア・サミットの企画に成功し、ガルチ周辺に
市バスを中心とする交通網が整備された。頻繁なバ
スサービスが実現している。都市再開発とマルティ
メディア産業の集積が時機を得た。シリコンバレー
の情報技術と都市型産業であるコンテントビジネス
が合体している。⑦シリコン・コースト；映画産業
のメッカであるハリウッドからサンタモニカ、ベニ
スビーチにかけての地域である。ロサンジェルスは
1992年失業率が15％を超え大暴動が発生する。かげ
りの見えていた映画産業が形を変えて再度繁栄を迎
える。周辺に展開する軍需産業が人材を供給した。
コンテント関連の伝統がＣＧに結びつく、ｅＴＯＹな
どのネット系ベンチャーも現れた。映画の特撮グル
ープも鼻息があらい。③シリコンバレー；ハイテク
産業の多様な集積があり、インタネット・クラスタ
を技術面、人材面、資金面、文化面でリードし中核
をなしている。生活環境の良さは他を圧している。
二十一世紀に向けたサステイナプル・コミュニティ
の構築の意識が高い。世界中から有能な人材を引き
つける魅力がある。
(23）ＪｏｈｎＤｅｗｅｙ（1859-1952）「民主主義と教育
下」岩波文庫２３章教育の職業的側面（Voca‐
tionalAspectOfEducationp451～)。
(24）英語の定義部分はOxfOrdEngUshDictionary
による。
(25）独立精神旺盛で個人としては勤勉・節約と努
力を惜しまず、法の秩序を守り、友愛の精神による
集団への奉仕者的イメージであるが、マックス・ウ
ェーバー的には（世俗的禁欲)、仕事への専心（勤
勉）と利潤容認の背後にある非常に強い非営利'性
(反商人的反高利貸し的色彩）および（大塚久雄「社
会科学における人間』岩波l977P141）非常に強い
隣人愛への実践志向が特徴である。
(26）共和主義とは、ラテン語の「レス・プブリカ」
(respubulica)、つまり公共の事柄を意味する言葉
を語源とし、ローマの共和制にならい、市民自らが
共通の事項を処理する公的領域に、積極的に参加し、
公的決定に関わり、公的幸福を得ようとする考え方
を示す。そこでは市民の「自発`性」が要求され、市
民は単なる権利の担い手ではなく、共同の活動への
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Hosei University Repository
キャリアデザインの時代（その－）
であり、そこで重要になるのが「ハイ・コンセプト」
｢ハイ・タッチ」である。「ハイ・コンセプト」とは、
パターンやチャンスを見出す能力、芸術的で感情面
に訴える美を生み出す能力、人を納得させる話ので
きる能力、一見ばらばらな概念を組み合わせて何か
新しい構想や概念を生み出す能力、などだ。「ハイ・
タッチ」とは、他人と共感する能力、人間関係の機
微を感じ取る能力、自らに喜びを見出し、また、他
の人々が喜びを見つける手助けをする能力、そして
ごく日常的な出来事についてもその目的や意義を追
求する能力などである。そして、これから求められ
る「六つの感性（センス)」とは①機能だけでなく
｢デザイン」②議論よりは「物語」③個別よりも「全
体の調和（シンフォニー)」④論理ではなく「共感」
⑤まじめだけでなく「遊び心」⑥モノよりも「生き
がい」である。
(31）AnaLeeSaxsenian、“RegionalAdvantage”
1994邦訳『現代の二都物語』大前健一講談社
1995 
(32）GeoffreyJames“SuccessSecretsfromSilicon 
VaUey,，RandomHousel996 
(33）ＫｏｃｈＪａｍｅｓＬ,RossMiller,KimWaleshand 
ElizabethBrown．“BuildingCommunity:SocialCon‐ 
nectionsandCiviclnvolvementinSiliconValley.，， 
PreliminaryFindingsReport,Ｆｅｂ２００１Ｐ３３ 
HumanResourceMnagementMthis＆Jackson 
Thomson2005 
CareerlmprintsMonicaHigginsJossey-Bass2005 
TheGoodSocietyRobertNBellahVintageBooks 
l991 
TheFutureofSuccessRobertBReichVintage 
Books2000 
SupercapitalismRobertBReichAlfredA､Knopf 
2007 
CapitalismandFreedomMiltonFreedmanUniver‐ 
sityofChicagol962 
1ndividualismandEconomicOrder 
FriedrichA・HayekTheUniversityofChicago
Pressl948 
TrustFrancisFukuyamaFreeＰｒｅｓｓｌ９９５ 
ＲｅｇｉｏｎａｌＡｄｖａｎｔａｇｅＡｎａＬｅｅＳａｘｓｅｎｉａｎ 
ｌ９９４ 
現代の二都物語大前健一講談社l995
FreeAgentNationDanielH・PinkWarnerBooks
2001 
フリーエージェント社会の到来ダニエル・ピンク
ダイヤモンド社２００２
TheEuropeanDreamJeremyRifkinTarcherPen‐ 
ｇｕｉｎ２００４ 
ヨーロピアン・ドリームジェレミー・リフキン
ＮＨＫ出版２００６
ＴｈｅＷｏｒｌｄｉｓＦｌａｔＴｈｏｍａｓＬＦｒｉｅｄｍａｎＦarrar， 
StrausandGiroux2005 
フラット化する世界上下トーマス・フリードマ
ン日本経済新聞出版社２００６
HabitsofHeartRobertN､BellahUniversityofCal‐ 
ifOrniaPressl985 
心の習慣ロバート・ベラーみすず書房l991
TheLonelyCrowdDavidRiesmanYaleNotaBene 
book2001 
孤独な群衆リースマンみすず書房１９６４
資本主義対資本主義ミッシェル・アルベール竹
内書店１９９６
五つの資本主義ブルーノ・アマーブル藤原書店
２００５ 
参考図書
TheBoundarylessCareerMichaelBArthur 
OxfOrdUniversityPressl996 
GoodCapitalismBadCapitalismWilliamBaumol 
YaleUnivwesityPress2004 
SuccessSecretsfromSiliconValleyGeoffreyJames 
RandomHousel996 
TheAmericanDreamDanRatherPerennial2001 
TheWeightlessSocietyCharlesLeadbeatere 
Texere2000 
CollaborativeLeadershipFieldbookDavidChrislip 
Jossey-Bass2002 
HumanConditionHannahArentUniversityChica‐ 
ｇｏｌ９５８ 
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キャリアの心理学渡辺三枝子編著ナカニシヤ
2003 
キャリアショック高橋俊介東洋経済２０００
キャリアダイナミックスエドガー・シャイン
白桃書房１９９１
CHO最高人事責任者が会社を変える金井壽宏・守
島基博東洋経済新報社２００４
個を活かす企業クリストファ・バーレット他
ダイヤモンド１９９２
健全な市場社会への戦略八代尚宏東洋経済
2007 
人口減少経済の新しい公式松谷明彦日本経済新
聞社２００４
構造と力浅田彰勁草書房１９８３
寝ながら学べる構造主義内田樹文春新書２００２
動物化するポストモダン東浩紀講談社２００１
ゲーム的リアズムの誕生東浩紀講談社２００７
ポストモダンとはなんだったのか本上まもる
PHP新書２００７
カーニヴァル化する社会鈴木謙介講談社現代新
書2005
20世紀とは何だったのか佐伯啓思ＰＨＰ新書
2004 
人間は進歩してきたのか佐伯啓思ＰＨＰ新書
2003 
自由とは何か佐伯啓思講談社２００４
市民とは誰か佐伯啓思PHP新書１９９７
社会科学の基礎マックス・ウエーバ岩波文庫
1972 
プロテスタンテイズムの倫理と資本主義の精神マ
ツクス・ウエーバ大塚久雄訳岩波文庫1989
自己と他者の社会学井上俊・船津衛編有非閣
2005 
教養教育の系譜Ｓ・ロスブラット吉田文他訳玉川
大学出版1999
シテイズンシップの教育思想小玉重夫白澤社
2003 
欧州統合とシテイズンシップ教育クリステイー
ヌ・ロランレビー明石出版2006
大欧州の時代脇阪紀行岩波新書２００６
経済システムの進化と多元性青木昌彦東洋経済
1995 
帝国以後エマニュエル・トッド藤原書店２００３
｢帝国以後」と日本の選択エマニュエル・トッド
榊原英資他藤原書店２００６
民主主義と教育上下ジョン・デユーイ岩波文
庫1975
経験と教育ジョン・デユーイ講談社２００４
第三の波Ａ、トフラー中公文庫１９８２
エンジェルネットワーク小門裕幸中央公論
l996 
米国草の根市場主義実哲也日本経済新聞社
1998 
社会変革する地域市民Ｄ､ヘントン小門裕幸監訳
第一法規２００４
サステイナブルコミュニティ小門裕幸学芸出版
l995 
働く人のためのキャリア・デザイン金井壽宏Ｐ
ＨＰ新書２００２
組織変革のビジョン金井壽宏光文社２００４
日本の個人主義小田中直樹筑摩書房２００６
ハイコンセプトダニエル・ピンク三笠書房
2005 
権利としてのキャリア教育児美川孝一郎明石出
版２００７
人材マネージメント入門守島基博日本経済新聞
社２００４
アメリカニズムの終焉佐伯啓思ＴＢＳブリタニカ
1998 
反転するグローバリゼーション鈴木謙介ＮＴＴ出
版２００７
ウエブ進化論梅田望夫ちくま新書２００６
Web2.0でビジネスが変わる神田敏晶ソフトバン
ク新書２００６
ウエブ時代をゆく梅田望夫ちくま新書２００７
ウエブは資本主義を超える池田信夫日経ＢＰ
２００７ 
過剰と破壊の経済学池田信夫アスキー新書
2007 
学問の力佐伯啓思ＮＴＴ出版２００６
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キャリアデザインの時代（その一）
ヨーロッパ市民の誕生宮島喬岩波新書２００４
第三の道アンソニー・ギデンズ佐和隆光訳日本
経済新聞社ｌ９９９
アメリカの文化亀井俊介編弘文堂１９９２
アメリ力の民主主義上中下アレクシス・ドゥ・
トクビル講談社１９８７
トクヴイル小山勉ちくま文芸文庫２００６
市場・道徳・秩序坂本多加雄筑摩書房２００７
ザ・フェデラリストＡハミルトンほか岩波文庫
l999 
アメリカの社会と法田中英夫東京大学出版会
1972 
アメリカ人と日本人今井康夫創流出版１９９０
アメリカの教育喜多村和之編弘文堂１９９５
信なくば立たずフランシス・フクヤマ加藤寛訳
三笠書房１９９５
アメリカ人その文化と人間形成加藤秀俊講談
社現代新書１９６７
ハイエクの政治思想山中優勁草書房２００７
隷従への道フリードリッヒ・ハイエクー谷藤一郎
東京創元社１９５４
市場社会の経済学佐伯啓思新世社１９９１
政府からの自由Ｍ､フリードマン西山千明監修
中公文庫ｌ９９１
なお、Ⅲ（日本論、経済思想など）に関係する参考
図書は省略する。
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